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　仙北市の公募型プロポーザルで採択

　秋田県仙北市と仙北市近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協議会
が主催し、（株）秋田ケーブルテレビ（以下、弊社）が企画・運営を行なった国際
規模のドローン空撮映像コンテスト『第1回仙北インターナショナルドロー
ンフィルムフェスティバル』（後援：総務省東北総合通信局）は、仙北市の公募
型プロポーザルで弊社案が採択され、企画・運営を委託された事業です。
　一般個人長尺と短尺、チーム長尺と短尺の4部門で作品を募集し、2月17日
（土）に秋田県仙北市の「あきた芸術村・わらび劇場」で開催された発表イベン
トにて、9つの賞が選ばれ、授賞を行いました。

　なぜドローン空撮コンテストなのか

　秋田県仙北市は、平成27年に国から国家戦略特区（地方創生特区・近未来技
術実証特区）の指定を受けるなど、近未来技術実証を推進し、「人と事業が集ま
り育つ未来を創生する事業」に力を入れています。とりわけドローン分野には
力を入れていて、図書輸送の実証実験や国内初の国際ドローンレース、操縦技
術を高める協議会など、ドローン関連イベントを開催し、ドローンの魅力を国内外にPRしています。また、災
害現場の状況確認や、農薬散布実運用を始めるなど、近未来技術実証特区としてドローン技術の可能性を探
り、活用の普及に取り組んでいます。
　弊社もまた、ドローン空撮については早くから着目し、一昨年か
らカメラマン1名を選任し、月10～20本のペースで秋田県内の名
所を4Kドローンで撮影するなど取り組んでまいりました。そんな
弊社にとって、今回のドローン空撮映像コンテストは、やりがいが
ある事業でした。

　作品の応募～ケーブル業界の協力を得て～

　作品時間の50%以上をドローンによる空撮で撮影していること
や、航空法や関係法令を順守した作品であることなどを条件に、平
成29年11月10日から平成30年1月7日の期間で作品を募集しま
した。
　今回は第1回ということもあり、コンテストの知名度も低く、作品

の募集には苦労しました。「MIPCOM」や「ATF」で英文チラシを配布したり、ワークショップを開催し参加者
から応募を募ったり（表1）と、様々な取り組みを行いました。そんな中、大変助かったのが、ケーブルテレビ業
界のご支援でした。日本ケーブルテレビ連盟より加盟局に対し手厚い周知をしていただき、結果、ケーブルテ
レビ事業者からは13社16作品のご応募をいただきました。また、加盟局から取引業者へのお声掛けにより、
多くの作品のご応募をいただきました。結果、国内外より102作品の応募があり、目標としていた100作品の
応募を達成することができました（表2）。
　応募作品・ノミネート作品・受賞作品のクオリティがハイレベルだったのも、ひとえにケーブルテレビ業界
関係者様のおかげと感謝の念に堪えません。

　予想外に大変だった応募作品の審査

　予想外に大変だったのが応募作品の審査でした。1次審査が1月
25日で、2次審査兼発表会が2月17日でしたので、102作品を審
査するには かなりタイトなスケジュールとなりました。
　普通に審査するのも大変だったのですが、ドローン空撮の場合、
きちんと法令を順守しているかの確認作業も必要で一苦労しまし
た。例えば、駒ヶ岳の空撮の場合、国交省の申請の他に林野庁の許可
を得ているか、道路を横断している空撮の場合、警察の許可を得て
いるかなど、意外に「あっ、その申請も必要だったのですね」という
方もいらっしゃって、ここが予想以上に時間と手間がかかりまし
た。もっとも、全ての作品に対して行ったわけではなく、ノミネート
候補に選ばれた約20作品に対してのみでしたが、それでも大変で
した。
　審査会のメンバーは、映像作家のイノマタトシ審査委員長を筆頭
に、仙北市の門脇光浩 市長、仙北市近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協議会の小田野直光統括監、
仙北市近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協議会の伊嶋謙二代表理事、国際教養大学交換留学生の
チェルシー・エリザベスさん、秋田公立美術大学の飯倉宏治教授、NHK秋田放送局の武田浩技術部長、秋田芸
術村の山川龍巳代表、総務省東北総合通信局の本郷力有線放送課長の9名の審査員により、1月25日の第1次
審査、2月17日の最終審査にて厳正な審査を行っていただきました。

　悪天候ながら多くの来場をいただいた発表イベント

　2月17日の審査兼発表会は、秋田県仙北市のあきた芸術
村の「わらび劇場」で開催しました。もともと仙北市の実施
要項の中に「発表会は仙北市で行うこと」と決まっており、
仙北市で広い会場はここしかなかったのですが、この劇場
は、劇団四季・宝塚に次ぐ日本で3番目に観客動員力をもつ
「劇団わらび座」が公演を行う劇場で、ステージが広く、客席
も710席あり、駅からのアクセスもよく、宿泊施設もあり、
会場としては申し分ありませんでした。
　今回、審査時間を利用して、わらび座にステージパフォーマンスを披露していただきました。和太鼓や笛、踊
りなど日本の伝統芸能で観客を魅了するわらび座さんとは、時間的に余裕があれば、もっと連携をとりたかっ
たと感じており、次回さらに趣向を凝らしたイベントにしたいと考えております。
　発表会当日は、低気圧の影響で悪天候となり、平昌冬季オリンピックもフィギアスケート男子フリーで羽生
選手が金メダルなるか！と非常に盛り上がっていた日でしたので、入場者数が大変気になっていました。結
果、116名のお客様にご来場い
ただき、また、ありがたいこと
に、その後の懇親会にも約70名
の方にご参加いただきました。
　この発表イベントの模様は、3
月中旬からYouTubeで長期配
信されています。ケーブルテレ
ビ業界関係者様には是非ご視聴
いただければ幸いです。受賞者
および受賞作品は表3の通りで
す。

　今秋予定の第2回開催に向けて

　今年の秋、第2回開催を予定しております。第1回開催は、空撮映像コンテストが初の試みでしたので、要領
が悪く、手作り感満載の発表イベントとなってしまいましたが、第2回開催では今回の経験を活かし、さらに
内容の濃いイベントに
成長させたい所存です。
　今年の秋、『第2回仙
北インターナショナル
ドローンフィルムフェ
スティバル』を通して、
皆様と交流を深める日
を楽しみにしています。

（株）秋田ケーブルテレビ

ドローン空撮映像コンテスト『仙北インターナ
ショナルドローンフィルムフェスティバル』開催

クリエイト本部 サブマネージャー

宮里 良寛

Case
Study
支部ケース・スタディ

東北支部

発表会の会場となった「わらび劇場」

悪天候にも関わらず多くの方々が来場
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発表会で挨拶する仙北市の門脇光浩市長

審査員長を務めていただいた映像作家のイノマタトシ氏

表1　専門家によるワークショップ 表2　募集部門と応募作品数
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候補に選ばれた約20作品に対してのみでしたが、それでも大変で
した。
　審査会のメンバーは、映像作家のイノマタトシ審査委員長を筆頭
に、仙北市の門脇光浩 市長、仙北市近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協議会の小田野直光統括監、
仙北市近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協議会の伊嶋謙二代表理事、国際教養大学交換留学生の
チェルシー・エリザベスさん、秋田公立美術大学の飯倉宏治教授、NHK秋田放送局の武田浩技術部長、秋田芸
術村の山川龍巳代表、総務省東北総合通信局の本郷力有線放送課長の9名の審査員により、1月25日の第1次
審査、2月17日の最終審査にて厳正な審査を行っていただきました。

　悪天候ながら多くの来場をいただいた発表イベント

　2月17日の審査兼発表会は、秋田県仙北市のあきた芸術
村の「わらび劇場」で開催しました。もともと仙北市の実施
要項の中に「発表会は仙北市で行うこと」と決まっており、
仙北市で広い会場はここしかなかったのですが、この劇場
は、劇団四季・宝塚に次ぐ日本で3番目に観客動員力をもつ
「劇団わらび座」が公演を行う劇場で、ステージが広く、客席
も710席あり、駅からのアクセスもよく、宿泊施設もあり、
会場としては申し分ありませんでした。
　今回、審査時間を利用して、わらび座にステージパフォーマンスを披露していただきました。和太鼓や笛、踊
りなど日本の伝統芸能で観客を魅了するわらび座さんとは、時間的に余裕があれば、もっと連携をとりたかっ
たと感じており、次回さらに趣向を凝らしたイベントにしたいと考えております。
　発表会当日は、低気圧の影響で悪天候となり、平昌冬季オリンピックもフィギアスケート男子フリーで羽生
選手が金メダルなるか！と非常に盛り上がっていた日でしたので、入場者数が大変気になっていました。結
果、116名のお客様にご来場い
ただき、また、ありがたいこと
に、その後の懇親会にも約70名
の方にご参加いただきました。
　この発表イベントの模様は、3
月中旬からYouTubeで長期配
信されています。ケーブルテレ
ビ業界関係者様には是非ご視聴
いただければ幸いです。受賞者
および受賞作品は表3の通りで
す。

　今秋予定の第2回開催に向けて

　今年の秋、第2回開催を予定しております。第1回開催は、空撮映像コンテストが初の試みでしたので、要領
が悪く、手作り感満載の発表イベントとなってしまいましたが、第2回開催では今回の経験を活かし、さらに
内容の濃いイベントに
成長させたい所存です。
　今年の秋、『第2回仙
北インターナショナル
ドローンフィルムフェ
スティバル』を通して、
皆様と交流を深める日
を楽しみにしています。

最優秀賞 水口知己様『Festoon Island Japan ～花づな列島、日本～』
（一般個人長尺部門） 　　【記念盾および記念品:4K空撮ドローンDJI Mavic Pro】

優秀賞 温泉銀次様『COUNTRY BEETLE』
（一般個人短尺部門） 　　【記念盾および記念品:4K空撮小型ドローン】

優秀賞 仙台CATV編成制作部様『春の月山を取り囲む市町村の雪上桜』
（チーム短尺部門） 　　【記念盾および記念品:4K空撮小型ドローン】

優秀賞 金子直様『故郷～生きる大地』
（一般個人長尺部門） 　　【記念盾および記念品:4K空撮小型ドローン】

優秀賞 そらぐみ様『そらたび -Tokushima City- #007 & #009 Spin Off Trailer -』
（チーム長尺部門） 　　【記念盾および記念品:4K空撮小型ドローン】

市長賞 仙北市立西明寺小学校様『ドローンが翔んだ日』
(チーム短尺部門） 　　【賞状および記念品:秋田県仙北市産あきたこまち5kg】

仙北賞 たつこ姫ファンクラブ様『The Golden Statue of “Tatsuko”OnsenTour』
（チーム長尺部門） 　　【賞状および記念品:秋田県仙北市産あきたこまち5kg】

特別賞 Ray Leung様(香港)『Shing Mun Bell-Mouth Spillway』
(一般個人短尺部門） 　　【賞状および記念品：秋田県仙北市産あきたこまち5kg】

オーディエンス賞 金子直様の『空撮を楽しもう！』
（一般個人長尺部門） 　　【賞状および記念品：秋田県仙北市産あきたこまち5kg】

日本の伝統芸能をベースに、賑やかなステージを披露した「わらび座」

表彰のようす 受賞者、審査員の記念撮影

（株）秋田ケーブルテレビ

ドローン空撮映像コンテスト『仙北インターナ
ショナルドローンフィルムフェスティバル』開催

Case
Study
支部ケース・スタディ

表3　受賞者および受賞作品一覧


